
一般社団法人島根県作業療法士会2023

認知症に関する活動計画（概要）

島根県作業療法士会は、会員数534名・137施設（令和５年５月１日現在）で構成されて
います。令和5年度は、対面型の多職種での研修会の開催により、顔が見えるつながりをつ
くることに対して活動を行っていく予定です。また、認知症の人と家族の会との連携の在
り方を検討していく予定です。

多職種での合同研修会「多職種連携によるBPSDの対応」（対話型研修会）

島根県の「認知症施策の推進」によると島根県における認知症高
齢者数は、令和７年には44,900 人に増加することが見込まれてい
ます。認知症ケアにおいて、行動・心理症状（BPSD）への対応に
ついてはチームで関わることが重要であり、介護士やケアマネ
ジャーなど多職種での認知症ケアのスキル向上を目的に実施する予
定です。行動・心理症状へのケアについて多職種の視点から価値観
や情報を共有して実践につなげられるようにしていきます。

オンラインで認知症ケアに対する悩みや地域資源の活用、退院支
援や地域での生活支援の方法を共有・相談できる場づくりを行って
います。予定している内容は以下の通りです。
・オレンジカフェなどの地域活動
・RUN伴の活動
・認知症関連の書籍、映画の感想共有
・認知症基本法について勉強会

島根RUN伴への参加(松江・出雲・大田・浜田・益田地区）

なんでもござれオレンジルーム（オンライン研修会）

県士会員が当事者や地域住民、他職種と協働して「認知症になっ
ても安心して暮らせる町」を目指して活動しています。認知症の人
と家族の会や行政と連携して研修会への参加やイベントの企画を
行っています。


